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第 37 号 

2016（H28）年  ５月 1日 発行 

・地域のトピックス  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １ 

・活動 G/ 糠洞橋上流の桜並木手入れ ‥‥ ２ 

・協議会の動き  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２ 
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                         ４月１日号はつごうにより休刊しました。 

                         協議会のH28 年度の新体制などについては次号でお伝えします。 

 

 

子どもは地域の宝もの 
＜子どもたちの安全を地域で見守っていきましょう＞ 

今年も小学校・保育園では巣だちとともに、新たに幾人かの子供たちが仲間入りしました。「地

域との結びつきが強い」のが伊深の伝統と言われていますが、その良き伝統を受けつぎ、明るくた

くましい「伊深っ子」の成長を地域としても見守り、応援していきたいものです。 

伊深小学校 
 

  
伊深小学校では、6人が卒業し、8人が入学しました。今年度は長年の願いであった「特別支

援学級」（自閉症・情緒障がい特別支援学級）が実現し、3 名の児童が学んでいます。また、29

年度から受け入れ開始となる「小規模特認校制度」への取り組みも本格化し、他地区への説明会

などが行われることになっています。 

ほくぶ保育園 
 

  
ほくぶ保育園では、7人が卒園し、8人が入園しました。伊深・三和地区以外からも数名の園

児が通っています。園児の声が騒音だなんてとんでもなく、地域の貴重な宝物として育んでいき

たいものです。 

 

 

地域内での最近のトピックスを紹介します 

伊深 
まちづくり協議会 だより 
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協議会内で個別テーマに取り組んでいる活動グループの最近の動きを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 協議会の動き 

・市主催の「まちづくり活動発表会」に参加しました ／３月定例会のあらまし 

 

▼ 3.25（金）、市主催の「まちづくり活動発

表会」が行われました 

すでに協議会として活動している伊深、三和、

加茂野町、山之上の各協議会と下米田活動準備

会の五団体が今年度の活動を中心に発表しまし

た。これはそれぞれの活動を知ることで今後の

活動の参考にしようと昨年度に続いて開かれた

もので協議会関係者、市職員、まちづくりに関

心のある市民など約 120人が参加しました。各

協議会は持ち時間 10 分で、地域の課題にどう

取り組んでいるか、未解決の問題は何かなど工

夫をこらした発表を行いました。 

当協議会は「伊深の宝物の再発見」「自然環 

境保全」「地域内外

の交流促進」「未来

を担う子どもたち

の体験学習支援」

の四つの柱で活動

していることをス

ライドを使って発

表しました。 

 

 
▲発表する小林会長 

 

▼ また、3.23 に開いた 3 月定例会では主に

次のことを協議・検討しました。 

 

 

報告：  

向井・岐大准教授より今年度の「オヤニラミ」

捕獲調査の状況について 

「2015年は 3～8月にかけて 15回ほど捕獲調

査を行ったところ、6月になってようやく上流

部で捕獲数がゼロとなり、効果が出てきたよう 

だ。ただ、下流部ではまだ生

息しているので今後も捕獲

調査を継続していきたい」 
 

里山活動 G 3.6（日）に桜並木の天狗巣除去・

せん定を行った。 

環境美化 G 4月から花壇手入れを行う予定。 

自治会 年度替わりに当たり消防団員の募集を

行ったが再び隊員確保が難しくなってきてお

り、行政との協議を進めている。 

交通安全 最近町内で交通事故が相次いでお

り、気をつけていただきたい。 

災害協力隊 次年度は各種災害に対する「図上

訓」を行う方向で検討している。 

 

協議：  

〇3.25「まちづくり活動発表会」について 
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里山活動グループ /  

3.6（日）、糠洞橋上流の桜並木せん定を行いました 

   糠洞橋上流にあるソメイヨシノの桜並木を手入れしま

した。当日はあいにく他の行事と重なったため、地元関

係者は 2人の参加でしたが、まち協委員 6人と力を合わ

せ、約 30本のうち半分をせん定し天狗巣の除去・薬剤

塗布も行いました。枯れのひどい木は伐採しました。こ

の並木も長い間手入れされていなかったため、特に上流

部ではツルが絡まったりしていましたが今回の手入れで

多少は若返りが図られたようです。  

各活動 
グループ 
の動き 


